
 
皆瀬ダム 

2. 調査 

2.1 調査概要 

(1)表面遮水壁補修履歴 

皆瀬ダムの表面遮水壁は、昭和 37 年の完成から平成 13 年度調査までの間に、3 回

の補修工事が実施されている。この経緯を表 2.1～2 に示す。 

① 昭和 38 年：試験湛水終了後 コンクリート遮水壁の継目を補修(図 2.1～2) 

② 昭和 55～57 年：アスファルト遮水壁(グラベルマスチック)でコンクリート遮

水壁を全面フェーシング 

③ 平成 1～2 年：アスファルト遮水壁の一部を補修(グラベルマスチック+抑止工・

中間排水層) 

最初の補修は、試験湛水時に堤体の不等沈下に伴ってコンクリート遮水壁が受けた

継目を中心とする損傷を補修したもので、状況を図 2.1～2 に示す。昭和 55 年からの

補修は、当時漏水量が約 400l/min に達したことから漏水対策検討会において検討を

重ね、アスファルト遮水壁による全面フェーシングが採用され実施されたものである。

平成元年からの補修は、アスファルト遮水壁にずれ、クラック、ふくれ等が発生した

ことから、皆瀬ダム検討会にてズレ抑止工や中間排水層が検討され、損傷箇所に対し

て実施されたものである。 

(2)平成 13 年度調査概要 

平成 13 年度調査は、平成 1～2 年に補修工事を実施していない昭和 55～57 年の初

期施工箇所に損傷が目立つことから、損傷箇所を正確に把握し補修工事を設計するた

めに実施されたものである。 
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